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【
四
日
市
》
四
日
市
公
害
の

犠
牲
者
慰
霊
祭
が

二
十

一
日
、

四
日
市
市
松
本
の
市
営
北
大
谷

霊
園
で
あ

っ
た
。
遺
族
や
患
者

ら
約
八
十
人
が
参
列
し
、
こ
の

一
年
間
で
新
た
に
亡
く
な

っ
た

八
人
を
含
め
た
犠
牲
者
計

一
千

四
人
の
冥
福
を
祈

っ
た
。

主
催
者
の

「
四
日
市
公
害
患

者
と
家
族
の
会
」
の
谷
田
輝
子

代
表
が
開
会
の
あ
い
さ

つ
を
し

た
後
、
還
族
代
表
の
中
野
満
さ

ん
が
八
人
を
加
え
た
過
去
帳
を

慰
霊
碑
前
に
供
え
、
参
列
者
全

員
で
献
花
し
た
。

田
中
俊
行
市
長
は

「公
書
の

歴

史

と
教

訓
を
決

し
て
忘

れ

ず
、
三
度
と
繰
り
返
さ
な
い
こ

と
を
誓
う
。　
一
千
四
人
の
犠
牲

の
上
に
今
の
四
日
市
が
あ
る
こ

と
を
肝
に
銘
じ
、
さ
ら
な
る
環

境
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
く
」

と
追
悼
の
言
葉
を
述
べ
た
。

父
が
公
害
患
者
と
し
て
認
定

さ
れ
な
か

っ
た
と
い
う
中
野
さ

ん
は
「恨
み

つ
ら
み
は
あ
る
が
、

心
に
収
め
て
三
度
と
こ
の
よ
う

な
こ
と
が
な
い
こ
と
を
祈
り
た

い
」
と
し
、
四
十
年
以
上
に
わ
た

っ
て
四
日
市
公
害
を
記
録
し
て

い
る
澤
井
余
志
邸
さ
ん
は

フ
⊂

れ
か
ら
は
行
政
と
企
業
、
市
民

の
三
者
が
、
公
害
を
起
こ
さ
な

い
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

か
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
間
わ

れ
て
い
る
」
と
語

っ
た
。

同
会

に
よ

る
と

、
慰
霊

祭

は
、
慰
霊
碑
が
建
立
さ
れ
た
昭

和
五
十

二
年
十
月
に

一
回
目
が

開
か
れ
、
三
十

一
回
目
。
現
在

の
認
定
患
者
数
は
四
百
二
十
人

と
い
う
。

（
廣
瀬
秀
平
）

四
日
市
公
害
の
慰
霊
碑
に
手
を
合
わ
せ
る
参
列
者
ら

＝
四
田
市
市
松
本
で

日本高齢者大会、公害の講座にて2013.9.12
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排
煙
公
害

四
日
市
犠
牲
し
の
び
慰
霊
祭

者
や
遺
族
ら
約
八
十
人
に

加
え
、
日
中
俊
行
市
長
も

参
列
し
た
。
田
中
市
長
は

慰
霊
碑
の
前
で
、

「
皆
さ

ん
の
犠
牲
の
上
に
今
の
四

田
市
が
あ
る
こ
と
を
肝
に

銘
じ
、
環
境
改
善
に
努
め

ま
す
」
と
誓

っ
た
。

参
列
者
た
ち
が
献
花

し
、
こ
の
一
年
間
で
亡
く

な
っ
た
八
人
を
加
え
た
合

祀
者
千

四
人
分
の
名
簿
を

慰
霊
碑
に
供
え
た
。
慰
霊

祭
の
最
後
に
は
、
同
会
の

谷

田
輝

子

代

表

Ｑ
じ

が

「
今
後
と
も
、
犠
牲
者
を

忘
れ
な
い
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
」
と
涙
な
が
ら
に

話
し
た
。

市
に
よ
る
と
、
八
月
末

現
在
の
認
定
患
者
は
四
百

二
十
人
。

（
佐
野
周
平
）

亡

`Eし

ヽ

れ
な
しヽ
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四
日
市

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

か
ら
の
排
煙
に
よ
り
、
ぜ

ん

そ

く

患

者

が

集

団

発

生
し
た
四
国
市
公
害
の
犠

牲
者
を
し
の
ぶ
慰
霊
祭
が

二
十

一
日
、
四
日
市
市
松

本

の
慰

霊

碑

前

で
あ

っ

た
。四

田
市
公
害
患
者
と
家

族
の
会
が
主
催
。
認
定
患

慰霊碑に向かつて、公害の再発防止

を誓 う田中市長 C=四 日市市松本で

慰
霊
碑
の
名
簿
棚
人
超
す

四
日
市
公
害
の
犠
牲
者
を
追

悼
す
る
合
同
慰
霊
祭
が
２．
日
、

四
日
市
市
松
本
の
北
大
谷
霊
園

で
営
ま
れ
、
遺
族
や
患
者
ら
約

５０
人
が
参
列
し
た
。
こ
の
１
年

で
新
た
に
患
者
８
人
が
亡
く
な

り
、
慰
霊
碑
に
納
め
ら
れ
た
犠

牲
者
の
名
簿
は
１
０
０
４
人
と

な
り
１
千
人
を
超
え
た
。

四
日
市
公
害
患
者
と
家
族
の

会
が
主
催
し
、
今
年
で
３．
回
目

を
迎
え
た
。
会
の
代
表
で
、
約

４０
年
前
に
９
歳
の
長
女
を
公
害

で
な
く
し

た
谷

田
輝
子
さ
ん

（
７９
）
は
ヽ
慰
霊
祭
の
冒
頭

で

「
１
年
に
１
回

の
こ
と

で
す

が
、
こ
れ
を
や
る
こ
と
で
、
私

の
娘
や
こ
こ
に
入

っ
て
い
る
方

た
ち
も
喜
ん
で
い
る
と
思
い
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

参
列
し
た
四
日
市
市
の
田
中

俊
行
市
長
は

「今
も
な
お
４
０

０
人
を
超
え
る
方
が
健
康
被
害

に
苦
し
ん
で
い
る
。
そ
の
歴
史

と
教
訓
を
忘
れ
ず
、
三
度
と
繰

り
返
さ
な
い
こ
と
を
誓
う
」
と

追
悼
し
た
。

犠
牲
者
の
名
簿
が
１
千
人
を

超
え
た
こ
と
に
つ
い
て
、
四
日

市
公
害
の
記
録
を
続
け
て
き
た

語
り
部
の
沢
井
余
志
郎
さ
ん

（８５
）
は
ヽ

「多
く
の
方
々
の
犠

牲
の
上
で
、
四
日
市
が
よ
み
が

え

っ
て
よ
か

っ
た
な
と
思
う
。

若
い
人
に
は
公
害
を
き
ち
ん
と

勉
強
し
、
今
後
も
伝
え
て
い

っ

て
は
し
い
」
と
語

っ
た
。

（坂
本
進
）

2

花を供える「四日市公害患者と
家族の会」の塚田盛久事務局長
=四 日市市松本の北大谷霊園
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犠牲者合同慰霊祭 で花

在季向ける谷 田代表

犠
牲
者
悼
輻

合
同
慰
霊
祭

四
一国
市
公
害

西
国
市
公
害
の
犠
牲
者

を
悼
む
第
鑓
回
合
同
慰
霊

祭
が
鈍
日
、
四
日
市
薫
松

本

の
慰

霊
碑

前

で
営

ま

れ
、
達
族
ら
約
艶
人
が
花

を
手
向
け
た
。
３
年
連
続

で
出
席
し
た
田
中
俊
行
市

長
は

「公
書
で
亡
く
な

っ

た
１
０
０
４
人
の
犠
牲
の

上
に
今
の
菫
日
市
が
あ
る

と
群
電
銘
し
、
環
境
改
善

に
努
め
る
」

ど́
誓

っ
た
。

父
を
亡
く
し
、
自
身
も

ぜ
ん
そ
く
患
者
の
中
野
満

さ
ん
（
鷺
）
が
還
族
代
表
と

し
て
、
こ
の
１
年
間
で
亡

く
な

っ
た
８
人
を
加
え
た

過
去
帳
収
納
箱
を
碑
に
供

え
一
に
。
中
野
さ
ん
は

一父

は
公
書
認
定
を
受
け
ら
れ

ず
８６
歳
で
亡
く
な

っ
た
。

多
く
は
言
わ
な
い
が
、
二

度
と
公
書
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」
と

菫
中
っ
らに
。

高
度
成
長
期
に
発
生
し

た
四
国
市
公
害
で
、
原
告

勝
訴
判
決
か
ら
襲
年
が
た

っ
た
。
原
告
を
支
援
し
た

沢
井
余
志
郎
さ
ん
（
轟
）
は

「企
業
の
体
肇
も
変
わ

っ

た
。
〈
育
後
は
行
政
、
企
業
、

市
民
が

一
緒
一１」
だ
不

や

っ

て
・慶
け
環
境
を
作
る
か
考

え
る
時
だ

ア
一指
摘
し
た
。

慰
霊
祭
は

一
四
日
市
公

書
患
者
な
家
族
の
会

一
の

主
催
。
関
係
者
の
高
齢
化

に
伴
い
、
市
主
催
の
慰
霊

祭
を
求
め
る
声
も
上
が

っ

て
い
る
。
同
会
代
表
の
谷

田
輝
子
さ
ん
（鴨
）
は

「市

が
受
け
継
ぎ
、
永
続
的
に

続
け
て
ほ
し
幹
」
と
訴
ぇ

た
ｏ
　
　
　
　
中
岡
正
勝
】

湊
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公
害
犠
牲
者

冥
福
を
祈
る

四
国
市

で
慰
霊
祭

四
国
市
公
害
の
犠
牲
者
を
追

悼
す
る

一
第
毅
回
公
害
犠
牲
者

合
同
慰
霊
祭
」
が
即

日
、
四
日

市
市
松
本
の
北
大
谷
霊
園
で
営

ま
れ
、
公
害
患
者
や
還
族
ら
約

艶
人
が
犠
牲
者
の
冥
福
を
祈

っ

た
。慰

霊
祭
は

「
四
日
市
公
害
患

者
と
家
族
の
会
」

（
谷
田
輝
子

代
表
）
の
主
催

で
、
１
９
７
７

年
か
ら
行
わ
れ

て
い
る
。

遺
族
を
代
表
し
、
同
市
二
重
、

中
野
満
さ
ん

（
鴨
）
が
、
こ
の
１

年
間

に
亡
く
な

っ
た
患
者
８
人

を
加
え
た
死
没
者
１
０
０
４
人

の
名
簿
を
慰
霊
碑
の
前
に
供
え

た
後
、
田
中
俊
行
市
長
が

「
四

日
市
公
害
の
歴
史
と
教
訓
を
忘

れ
ず
、
過
ち
を

三
度
と
繰
り
返

さ
な
い
こ
と
を
誓
う
」
と
違
悼

の
辞
を
述

べ
た
。

四
轟
市
公
書
を
記
録
し
続
け

て
い
る
沢
井
余
志
郎
さ
ん

（
鋳

）

は

「
以
前
と
比

べ
る
と
四
日
商

は
良
い
街
に
な

っ
た
。
亡
く
な

っ
た
人
た
ち
も
あ
の
世

で
、
「
白

分
た
ち
の
犠
牲
は
無
駄
で
は
な

か

っ
た
』
と
思

っ
て
い
る
は
ず

」

と
話
し
た
。
同
会
の
塚
田
盛
久

事
務
局
長
（
帥
）
は

「
慰
霊
祭
は

市
民
み
ん
な
の
も
の
で
あ
り
、

市
と

の
共
催
に
向
け
、
語
を
進

め

て
い
き
た
い

一
と
語

っ
た
。

河村先生たちの写真展

鋤13年

第38M総募写真轟

~¬ЧIフ ミ`
(ミ

::

11月 20関 (水)～24問 (颯 )
10:00～ 19:00
1最終日は16:00まで

'

アストプラザギヤラリー
津駅前 アスト津5階

主催  「視点J三菫巡回展委員会

お間もヽ合わせ
津市一身田上津部田154712
「EL059-232-1781

2001ヨ

スピーチをさせて頂いたのを写真家の河村紀子さんが撮つて ドさいました。
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第31回 公害犠牲者合同慰霊祭 式次第

開式…平成 25年 9月 21日 (土 )lo時

会場…市営北大谷霊園「慰霊碑」前

司会…伊藤三男

1、 開会の挨拶…公害患者と家族の会代表 谷田輝子
2、 読経…鈴木 仁師 (浄土真宗賀宝寺住職 )

3、 合祀作法…今回合祀された 8名 を加えた過去帳収納箱を碑の前に

供える。 新遺族代表

4、 供 口花東

5、 供 口千羽鶴…石田喜美子 (遺族 )

6、 追悼の辞…田中俊行四日市市長

7、 哀悼の言葉代読…環境市民大学よっかぃち代表・粟屋かよ子

鈴木知事 国会議員ほか

8、 読経・献花…田中市長に続き順不同で全員

9、 献唱「四っつ昔の物語」 (ア ンコール)…石田裕― (遺族)

10、 ご参列の皆様ヘ

<報告>塚田事務局長、萩森繁樹

<メ ッセージ>深井小百合、榊枝正史、

11、 お礼の言葉 谷田輝子            閉式 11時頃

12、 記念撮影 (伊藤蟹挙ほか)

以上

<受付時にお渡しした青いカードと、お供え物を引き換えて

ご持参ください。本国はご列席有難うございました。>
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～ あ した に む かつて ～

石 田 裕 一  作 詞・ 作 曲
塚 田 盛 久  補 作
「萩 森 レポ ー トJよ り

ひと書を
こ″基二
重
饉tぃ葛像甦

ゆて

　

　

ｏ

赫赫機み試鏡罐輝

あ

あ

幸

あ

１

始まった。

ある人は 祈 りを込めた 鉄筆で
毎 日を ガリバ ン厨 りに 明け暮れた
ある人は 裁判の後  こう言 った
「 今は未だ 有り難とうとは ようゆわん。J
ある時 街 いちばんのお偉 い人が
「 この街 は 公書を克服 しました。Jと 言つた
克服、克服、克服とはなんだ

海に関け、鳥 に開け、風に聞いてみろ

そして今  日本一の 産廃 の出
恥知 らずめが 埋めてまわった 赤い土
失敗を 成功の元に しなければ
子供にも 世間様にも 恥ずかしい
語 り継ぐ 歴史は時代に 風化され
語 り継 ぐ 歴史の証人達は 年老 いた
せめてもの願 いは 資料館建設
慰霊碑 に限る人は 千人を超えた。

ひと音を
こ∬碁i3重聾tぃ舞亀

お
終わっていない。

くアンコー:ン 2夕
.9'2′ 〉

2.

3,

5



四日市公害慰霊祭の主な経過 平成 25年 9月 21日
四日市公害患者と家族の会

昭和 34年 4月から第 1コ ンビナー ト (塩浜)本格操業開始。

昭和 36年夏頃から「四日市ぜんそく」集団発生。

昭和 39年 4月 、62歳の患者逝去 (最初の犠牲者)。

以後、多くの高齢者にまじって年少者の犠牲者も出る。

昭和40年 5月 、四国市市単独で公害病認定制度を発足。

昭和42年 9月、「四国市公害訴訟」提訴。

昭和43年 10月 、「四日市公害認定患者の会」発足。

昭和47年 7月 24日、「四日市公害訴訟」勝訴。

昭和 51年 8月 、「公害犠牲者遺族の会」結成。

昭和 52年 10月 、公害患者・家族・遺族の出し合つた浄財と、
四日市公害対策協力財団の拠出金など合計 245万円で、
市営北大谷斎場入口南側に「慰霊碑」を建立。

10月 23日 に「第 1回慰霊祭」を開催。この日合祀した物

故者は 183名。(以後、慰霊祭を継続)
平成 2年、市営斎場の改築に伴い、市営北大谷墓地の西側高台

(現在地)に慰霊碑を移転。

平成 15年 7月 、認定患者の会と遺族の会を統合し、「四日市公害

患者と家族の会」を結成。

キ繊●||1年|■||||=1第●1■1碑鏑晴峰1静露癬摯彙:を臨 ||

合韓者響 |‐‐●|IⅢ‐||ICI■綺●密裁書|=口 合併前の楠町
67名・認定制度実施前の 7名 を含む)。

<参考・現在の認定患者数420名 >

事務局・塚田

6


